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◇今月号のグラビアは,本文に合わせて,4ぺ一ジとも

阿蘇火山の噴火を取り上げました｡熊本市の麻生まゆ

みさん,阿蘇火山博物館の池辺伸一郎氏,熊本大学の

渡辺一徳氏および京都大学阿蘇火山研究所の田中良和

氏から貴重な写真を提供していただきました｡厚くお

礼申し上げます｡

◇ご存知ですかP地質ニュｰスの読者層｡地質ニュｰ

スは,通産省の関連機関や報道関係は勿論,全国の地

学関係の大学や研究機関に行き渡っており,会社や個

人の購読者も多数抱えております｡より充実した読ま

れる雑誌にしていくことが編集委員会の役割であるわ

けですが,内容･レイアウトともまだまだ改善の余地

があり,昨年12月号で一部紹介させていただいたよう

た読者の皆様のご要望にはまだ充分答えられておりま

せん｡

◇ご存知ですかP地質ニュｰスの編集体制｡企画立案

と原稿収集や査読を編集委員会が,割付を事務局が分

担しております｡現在(1月)特集も含めて5月号ま

での原稿が受け付けられ,発行の遅れを取り戻すべく

作業を進めております｡12月号以来,グラビアのレイ

アウトを編集委員会がやって来ましたが,素人の悲し

さ,たかだか商業誌のようだ訳にはいきません｡

◇お願い｡

○所内からの投稿には,右投に示した投稿規定のとく

に5を守っていない原稿が時折見られます｡見易い紙

面を作るため,図や写真には特に注意して下さい｡

○表紙やグラビアに用いるカラｰ写真は,プリント版

の他に原版のポジ(スライド)を提出して下さい｡プ

リント版のみの場合は,カビネ～六切サイズのもの

(表紙は六切以上)に限ります｡

◇最近のトピックとして,沖縄トラフの熱水鉱床やOD

Pがあります｡これらについても担当者に執筆を依頼

しております｡
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地球科学各分野の最近の話題･総説･解説など多

方面の原稿を募ります.

原稿は図･表･写真を含め,原則として刷上がり

15ぺ一ジ以内とします.これをこえる場合は事

務局に相談して下さい.地質ニュｰス原稿用紙

(25X18字)4枚半が1ぺ一ジに相当します.

ワｰドプロセッサｰ使用の場合も,A4判用紙に

1行25字とし,行数は20行程度として下さい.

句読点･引用符などもすべて1字とし,句点(.)

の次は1字あけて下さい.地質ニュｰスでは従

来読点(,)を使っておりませんでしたが,今後

は使用を認めます.

図･表･写真は本文とは別に1枚1べ一ジとし

て,それぞれに番号をづけるとともに,希望する

掲載サイズを余白に記入して下さい.これらに

つげる説明文は,本文とは別の原稿用紙に書いて

下さい.とくに図と写真は,縮小率を考え鮮明

なものを提出Lて下さい*.

原稿の右欄外に図･表･写真の希望する挿入位置

を鉛筆で記入Lて下さい.

原稿は事務局に提出Lて下さい.編集委員会か

ら受付カｰドを発行Lます.掲載は原則として

受付順としますが,速報性の高いものは優先的に

印刷Lたいと思います.
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